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PHKG1; PHKG; Phosphorylase b kinase gamma catalytic chain; skeletal muscle isoform;
Phosphorylase kinase subunit gamma-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はSer/Thrタンパク質キナーゼファミリーのメンバーであり、1つのタンパク質キナーゼドメインと2つのカルモジュリン結合ドメインを持つタンパク質をコードします。このタンパク質は、4種類のサブユニットが等モル比で含まれる16サブユニットからなるタンパク質キナーゼ複合体の触媒メンバーです。この複合体は、グリコーゲン分解を制御する重要な酵素です。この遺伝子には、染色体7q11.21に2つの偽遺伝子と、染色体11p11.12に1つの偽遺伝子が存在します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2012年5月],触媒活性：2 ATP + ホスホリラーゼb = 2 ADP + ホスホリラーゼa.,ドメイン：2つのカルモジュリン結合ドメインは、カルモジュリン1分子に結合するために協調して作用し、擬似基質／自己阻害ドメインである。,機能：ホスホリラーゼbキナーゼは、トロポニンIを含む特定の基質中のセリンのリン酸化を触媒する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：α、β、γ、δのそれぞれ4つずつ、計16本の鎖からなるポリマー。αとβは調節鎖、γは触媒鎖、δはカルモジュリンである。,
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	PHKG1 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
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